
薬剤師　坂口　人一

かみのて調剤薬局
〒370-1127
群馬県佐波郡玉村町上之手2025-5
TEL.0270-64-1300
jvvr<11yyy30qep0pg0lr1\mcokpqvg1

ゴットハンド坂口の上州のくすり箱　第13回

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
人
気
の
あ
る
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
で
す
が
…
実

は
。

　

高
血
圧
の
治
療
に
使
わ
れ
る
降
圧
剤
の
う
ち
「
カ
ル
シ
ウ
ム

拮
抗
薬
」と
い
う
系
統
の
薬
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
お
よ
び
そ
の

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
と
同
時
に
摂
取
す
る
と
、
血
圧
を
下
げ
す
ぎ
て

し
ま
い
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
顔
の
ほ
て
り
と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
「フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン

類
」
と
い
う
成
分
が
、
肝
臓
な
ど
で
薬
を
代
謝
す
る
酵
素
を
阻
害

し
、
血
中
濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
通
常
よ
り
も
薬
の
効
き
目

や

副

作

用

が

強

く

あ

ら

わ

れ

て

し

ま

う

か

ら

で

す

。

　

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
と
薬
の
相
互
作
用
は
、
同
時
に
摂
取
し
た

場
合
だ
け
と
は
限
ら
ず
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
を
摂
っ
て
か
ら

10
時
間
後
に
薬
を
服
用
し
た
際
に
も
影
響
が
あ
ら
わ
れ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。
薬
を
服
用
中
の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は

食
べ
な
い
・
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

同
じ
柑
橘
類
で
も｢

オ
レ
ン
ジ
・
み
か
ん｣

に
は
、
薬
の
相
互
作
用
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
で
き
ま
す
。
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鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
治
療
法
と
し
て
①
ア
レ

ル
ゲ
ン
（ス
ギ
花
粉
）の
除
去
と
回
避
、
②
薬
物
療
法
、
③
特
異
的
免
疫

療
法
、
④
手
術
療
法
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
薬
物
療
法
が

治
療
の
中
心
で
す
。

　

①
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
回
避
さ
せ
る
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、

外
出
時
の
マ
ス
ク
等
の
着
用
、
帰
宅
時
の
衣
服
へ
の
花
粉
の
付
着
を

除
去
な
ど
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
散
距
離
が
長
い
ス
ギ
花
粉
や

ヒ
ノ
キ
科
花
粉
で
は
花
粉
の
回
避
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

③
の
特
異
的
免
疫
療
法
で
す
が
、
薬
物
療
法
を
行
っ
て
も
症
状
の

改
善
が
で
き
に
く
い
重
症
例
や
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
薬
物
療
法
が

で
き
な
い
症
例
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

④
の
手
術
療
法
は
、
第
一
目
的
が
鼻
閉
の
改
善
で
あ
り
、
重
症
例
や

鼻
閉
型
に
対
す
る
治
療
法
の
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
有
望
な
治
療

手
段
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
②
の
薬
物
療
法
で
す
が
、
初
期
療
法
と
本
格
飛
散
期
に

お
け
る
治
療
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
初
期
療
法
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤

は
、
中
枢
抑
制
作
用
な
ど
の
副
作
用
が
少
な
い
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

の
飲
み
薬
や
、
化
学
伝
達
物
質
遊
離
抑
制
薬
が
選
択
さ
れ
、
本
格
飛

散
開
始
の
約
２
週
間
前
を
め
や
す
と
し
て
投
与
を
開
始
し
ま
す
。

大
量
飛
散
の
ピ
ー
ク
時
や
重
症
例
に
対
し
て
は
、
適
時
点
鼻
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
、
点
眼
薬
を
使
用
し
ま
す
。
症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
い
方
に
は
一
時
的
に
経
口
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
併
用
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
で
お
悩
み
の
方
は
か
か
り
つ
け
の

先
生
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
当
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
ま
し
た
。
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　アムロジンなど降圧薬はアルコールによって、めまいや

動悸などの副作用を強めることがあります。リピトール

（スタチン系）は高脂血症の薬ですが、先の「カルシウム

拮抗薬とグレープフルーツ」の組み合わせと同じで、

グレープフルーツを摂るとリピトールの効果を↑させて

しまいます。他に同じ柑橘類である、八朔、文旦（ザボ

ン）、スウィーティーなどにも同様の作用があるので、こ

の

系統のお薬には注意したい食品です。

　グレープフルーツと薬について、ホームページでより

詳しく掲載させました。

　気になることは、お近くの薬剤師にお尋ねください。

前橋市Ｍ様より質問

アムロジン、リピトールという薬を
のんでます。

飲み合わせの悪いモノは
ありますか？


